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２００５年福祉募金ポスター 

Vol.８２ 

身体・知的障がい者通所施設 
 (無認可小規模作業所) 「こもんはうす」 
精神障がい者 (小規模作業所) 
 「さざなみ第２共同作業所」 
知的障がい者福祉作業所  
「地球防衛隊　バンブー」 
身体的障がい者通所授産施設 
社会福祉法人 「サンテラス福祉会」 
たんぽぽ作業所 

遊点共同作業所 
 
精神障がい者共同作業所 「いとしま工芸」 
心身障がい者 「ＤＭ企画共同作業所」 
行橋市療育支援センター 「おひさま教室」 
直方なずな重症心身障害児 (者) を守る会 
浮羽共同作業所 
ＮＰＯ法人　「にじいろＣＡＰ」 
ＫＯＶＣ (久留米海外ボランティアサークル) 
八女共同作業所 
筑後市障害者協議会 
茶の実共同作業所 
たんぽぽ保育所 
なかよしはうす 
手づくり工房　Ｍｙ夢 
あじさい工房・あじさい作業所 
若松共同作業所 
北九州市社会福祉協議会 
福岡県 

ミシン、手織り機 
 
紙折り機、白衣用ロッカー、ミーティングテーブル、会議用テーブル、 
折りたたみ椅子、キッチンエイド、ミキサー 

音響設備一式、ガス台、調理台、パソコンセット、ガスコンロ 
 

物置MBW－98H (組立、基礎ブロック) 
 
ジューサー、糸鋸盤、ジャーポット、コーヒーメーカー、ＣＤラジカセ 
ベルトサンダー、ブロアー、ガストーチ、二重ガスコンロ、 
ステンレス大型鍋、メタルシェルフ (小) (大)、鋳物コンロ 
冷凍庫、キッチン作業台 
スタッキングチェアー、クッション 
クーラー (電気工事含む)、プリンター 
デジタルビデオカメラ、メモリーカード、ＤＶＤレコーダー、プリンター 
作業用トレーナー 
パワーポイントのプロジェクター 
カメラ、ビデオ 
ＭＡＸボーポップ  カッティング、コンパクトＭＯ、電子天秤 
パソコン、プリンター、フロッピー、メモリー、ＵＳＢメモリー 
半袖ポロシャツ　ネーム入り、ガステーブル、クリーナー 
グラウンド改修工事、日除け工事、諸経費 
パソコン、冷蔵庫、その他 
冷蔵庫 
軽自動車 
コピー機 
シルバーひまわりサービス送迎車両 
福岡県西方沖地震義援金 

１１月１５日 
 

１１月１５日 
 

１１月１５日 
 

１０月２４日 
 

１１月１８日
 

１１月１８日 
 

１１月１８日 
１１月１８日 
 ９ 月３０日 
 ８ 月１１日 
 ７ 月１２日 
 ８ 月１０日 
 ８ 月１０日 
１０月１８日 
１０月１８日 
１０月１８日 
１０月１８日 

 
 ８ 月２３日 
 ８ 月２３日 
 ８ 月２３日 
１０月 ８ 日 
 ５ 月２３日 

２００４ 福岡県ろうふく協「福祉募金」による物品贈呈状況 2005年11月20日現在 

昨年度の福祉募金は､多種の災害とりわけ３月２０日に発生し
た「福岡県西方沖地震」などにもかかわらず､多額のカンパを集
めることが出来感謝いたしています｡ 
私達を取り巻く政治・経済・環境は､９月の衆議院選挙で自民

党圧勝､その後の政策で改革の名のもと､すべてに大合理化が推
し進められており､大増税､自己努力義務､自主負担等大変な時
代を迎えようとしており､労福協の目的､「安心・安全・安定」､「２
１世紀・人とくらし､環境に優しい福祉社会を実現しよう」が脅
かされています｡ 
さて､県労福協は､９９年より心身共にハンディキャップを背

負いながらも､自立と社会参加を目指す人達に私達の「一人､ひ
とりの参加と善意」で福祉向上のため支援の輪を広げていくこ
とを目的に､構成団体の協力を得ながら「福祉募金」に取り組ん
で参りました｡労福協の地域
に向けた目に見える活動とい
う面でも一定の成果を収めて
きました｡皆様のご協力に厚
くお礼申し上げます｡更なる
運動の広がりと定着化を図る
ため､今日までの実績をベー
スに､それぞれの特性を生か
した「地域労福協」単位で取
り組むことと致しました｡地
域労福協を主体として実施し
ていくには､各産別や団体の
協力が不可欠であります｡２００
５年度「福祉募金」取り組みに
御協力のほどお願い致します｡ 

 
 
 

△産別 (団体 )への要請事項 
１．地域労福協主体の取り組みに対する産別 (団体 )指導をお願
いします｡ 

２．地域対応の困難な産別 (団体 )については､産別本部と県労
福協が対応します｡ 

３．地域労福協が連絡､調整する際の担当者を決めて下さい｡ 
４．昨年実績を目標額として参りますが､状況によって産別本部
と相談させていただくこととします｡ 

 

2005年度 「福祉募金」取り組みについて 
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地域労福協名 施　　設　　名 寄　　　贈　　　物　　　品 贈　呈　日 

京築・田川地協「行橋市療育支援センター」へ 

南筑後地協「たんぽぽ保育所」へ 

福岡地協「地球防衛隊バンブー」へ 

久留米の2団体に物品寄贈 
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　私たちの社会は、
世界規模の問題
から日常生活の
問題まで多くの
課題に直面して
おり、その解決に
向けて多くのボ
ランティアが活
動し、今後、その
活躍がますます
期待されています｡ 

　フェスティ
バルは「燃えよ
ボランティア・
火の国の集い・
熱か心わがま
ちに」をキャッ
チフレーズに
開催されました｡
自然を背景に
し歴史を積み

重ねている現在、ボランティア活動は、保険、医療、福祉、教育、
環境問題、災害救援、地域づくり、国際的協力など多くの分野
で活発に取り組まれています｡私たちは、一人ひとりの活動を
豊かにして、誰もがボランティア活動を行い、誰もが必要とす
るサポートを
受けられるよ
うな地域社会
の実現を目指
します｡ 
　テーマトー
クでは、パネ
ルディスカッ
ションで今ま
で取り組んで
いる活動の報
告がなされ、まずは「参加してみよう」、「なにかが出来る」、「行
動しよう」などの体験発表が行われました｡２日目は分散会「ボ
ランティアからもらう不思議なパワー」に参加しました｡その
中で感じたことは、「気力をもつことが必要である｡やる気→
チャレンジ→能力は使えば出てくる→やった、やれた喜び→
元気→皆でやる人と街づくり」が大切だということでした｡ 

05.11.20（日） 海の中道海浜公園 

郷土芸伝承に努める鹿本農業高校生 

開催宣言、潮谷実行委員会会長 

日赤ボランティアチームによる食事係 

１０月２９日・３０日、火の国くまもとで開催される 
 

　さわやかな光り、緑の芝、
木々の紅葉、潮のかおり
を楽しみ ｢２００５年福岡県
民さわやかマラソン｣ が
開催されました｡  
　本大会は、マラソンを
通じて心身ともにたくま
しい青少年を育成すること、

勤労者の健康増進をはかり、家族のふれあいを深め、豊かで、
ゆとりある県民生活を実現することを目的としており、今年
で５回目を迎えました｡  
　参加者は、遠くは新潟県、東京、四国、九州全域から、年
齢は小学１年生から最高齢者８５才 (男性) まで、応援家族も
含めると２，６００人近くの仲
間が、広い芝の中で強い
きずなを深めました｡  
　ゲストランナーに、ボ
ストンマラソン優勝の重
松森雄さんを迎え ｢走る楽
しさと、多くの仲間がで

きた｡ 健康作りにも
役立つ自分のペース
にあった走りを｣ と
挨拶されました｡  
　エアロビクスでの
準備体操後、小学生
から４８種目 (１km、
２km、５km、１０km) 

にわかれスタートしました｡ 親子ペア組は、お父さん
の参加が目立ちました｡ 子供とのふれあい、勤労者の
健康、家族のきずなを深めた有意義な１日でした｡  
　この大会開催にあたり、多くの団体・企業からご支
援、ご協賛を頂きました｡ そして多くの人がボランテ
ィアで手伝いをし
ていただきました｡  
　大会成功に対し
て深く感謝申し上
げます｡ 

エアロビクス準備運動 

親子ペアでがんばる 

さわやかな走りでテープ切る 

日頃の成果が実り表彰台 
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L LLong Large

保障のことなら 

シニア総合タイプ シニア傷害タイプ 

総合タイプ 総合2倍タイプ 

キッズタイプ 医療タイプ 

大型タイプ 医療終身タイプ 

お問い合わせは 

（福岡県労働者共済生活協同組合） 
全労済福岡県本部 

受付時間／（土・日・祝日を除く）

TEL 092-739-6100
全労済 筑後支所 
福岡県久留米市東町42－14 
ワカナステートビル3F 
TEL 0942－38－8211

全労済 北九州支所 
福岡県北九州市小倉北区真鶴1－5－15 

真鶴会館3F 
TEL 093－591－7220

共済ショップ モルティ天神 
福岡県福岡市中央区舞鶴1－1－7 
全労済モルティ天神ビル1F 
TEL 092－739－6100

ろうきんのローンカードもご利用いただけます。 

朝も夜も、使えます！ 
※ATM設置店により営業時間が異
なる場合がございますので、あら
かじめご了承ください。 

気軽に、利用できます！ 
※ただし、19：00以降のお引き出し
については105円（消費税を含む）の
手数料がかかります。 

平日、土・日曜日 

お預け入れ・ 
お引き出し 

手数料 

プラザ天神・ 
プラザ北九州 

土・日も、 
融資相談 
受付中!!

九州ろうきん http://kyusyu.rokin.or.jp/ 0120-796-2107

個人定期生命共済・こども定期生命共済・熟年定期生命共済・傷害共済・終身生命共済 



2005年12月１日 

４ この機関紙は再生紙を使用しております。 

年末キャンペーン実施中 

ホームページアドレス 

九州労働金庫福岡県本部 
（092）714－7143

http://kyusyu.rokin.or.jp/

年末キャンペーン実施中 家族と住まいに大きな安心。 
セット加入で頼れる保障。 

全労済は、営利を目的としない保障の生協として共済 
事業を営み、組合員の皆様の安心とゆとりある暮ら 
しをめざしています。すでに組合員は全国で1,390万人。 
出資金をお支払いいただいて各都道府県生協の 
組合員になれば、各種共済をご利用いただけます。 

全国労働者共済生活協同組合連合会 

全労済福岡県本部 
ＴＥＬ 092－739－6100

（福岡県労働者共済生活協同組合） 

http:    www.zenrosai.or. jp// 
インターネットホームページアドレス 

保障のことなら 
お問い合わせは 

　１０月３１日県労福協は会員である連合、労金、全労済、生協連に対する
政策実現支援を平成１８年度福岡県予算編成に向けて、連合議員懇豊沢会
長、新村幹事長、５団体代表出席のもと、麻生県知事へ要請書を提出いた
しました｡ 
　提出にあたり、山口会長は『全国知事会の会長』として三位一体の改
革に取り組んでいる中、時間を作っていただいたこと、又県政において
限られた財源を最優先される分野に重点配分し生活を守り雇用を創り出
すこと、少子高齢化対策や治安に力を入れている県政に心から敬意を表
します｡しかし日本の経済は『景気は回復を続けている』といわれますが、
地域間、産業間、企業規模間や雇用、就業形態による二極化が発生して
おり、特に若年層対策が深刻です｡こうした状況をふまえ県労福協は勤
労者の安全、安心、安定のためのネットワーク作りに活動を進めています｡
県としても財政構造改革など内外とも厳しい環境の中でありましょうが、
特段のご配慮をお願いします」と挨拶されました｡ 
　続いて、伏下事務局長より要請内容である、高齢者が健康で暮せる環
境作り・仕事と家庭両立支援事業・少子化対策、勤労者への金融サービス・
暮しの安全、安心へ環境、
食の問題等を説明しま
した｡ 
　要請に対して麻生知
事は「皆さんの要請事項
は非常に大切であり、県
政の課題です｡諸問題は
濃淡はありますが、取り
組んでいるものも多い｡
労福協としてさらに県
民福祉向上に努めてほ

しい｡要請については予算編成時に検討していきます｡日頃から県政に関
心を持ち、多岐に渡るご意見をいただき感謝いたしています｡皆さんの
さらなる活躍を期待します」と見解を述べられました｡ 
 
　平成１８年度会員団体の主な要請事項 
１．県労福協 
・事業補助金 
・ＳＣ設置 
・さわやかマラソン運営補助金増額 
・高齢者が健康年齢を維持するための環境作りの促進 
・仕事と家庭両立支援特別援助事業（ファミリー・サポートセンター）設置促
進と情報宣伝活動の強化 
・少子化対策の取り組みについて 
・障害者雇用促進対策の取り組みについて 

２．連合福岡 
・メーデー補助金 

３．九州労働金庫福岡県本部 
●中小企業従業員生活資金　３億円　無利息 
●育児・介護休業生活資金　５千万円　無利息 
●教育訓練受講資金　５千万円　無利息 
●求職者支援資金　５千万円　無利息 
●福岡県消費生活協同組合事業育成資金　１億５千万円　無利息 
 （機関　平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日） 

４．福岡県生活協同組合連合会 
●生協の事業活動に対する支援、助成等の要請 
●生活協同組合連合会　事業助成金　１００万円 
●生活協同組合事業育成資金（貸付金）　１億５千万円 
●福岡県消費生活協同組合資金貸付規則の見直し協議 
●食の安全の施策に関する要請 
●環境問題の施策に関する要請 
●生協の組合員活動に対する理解と支援の要請 
●消費者行政の施策に関する要請 

５．全労済福岡県本部 
　中小企業勤労者福祉サービスセンター未設置地区への設立の促進および
既存センターの対象地域拡大を前提にしたサービスセンターの設置に向け、
関係市町村の理解と協力が得られるよう積極的に指導を行うこと｡ 

 

加 盟 団 体 
北九州地域労福協／遠賀川地域労福協／福岡地域労福協／北筑後地域労福協／南筑後地域労福協／筑紫・甘朝地域労福協 
京築・田川地域労福協／連合福岡／九州労働金庫福岡県本部／全労済福岡県本部／住宅生協／福岡県生活協同組合連合会／真鶴会館 

　１１月１日～２日、福岡全労済モルティ天神ビルで開催されました｡ 
　中武会長、来賓に福岡県生活労働部原田局長・連合九州ブロック山口
代表幹事を迎え「私たちのこれからの生活はどうしたら守れるのか」を
テーマに２日間ひらかれました｡ 
　基調講演で角田氏（埼玉大教授）を迎え、「地震はどこでも必ずやって
くる」と題し、日本は火山列島であり、火山噴火の影響が非常に大きい
と過去の噴火、地震の説明がありました｡地元福岡市・泉課長から「福岡
市の防災－みんなで守ろう！わが家・わがまち」の講演、連合中央平木
部長より「大規模災害対策への取り組みについて」又「緊急対応に備え

たボランティア体制確立の必要性と基本」として、災害にあわれた、神戸、
新潟、福井からの報告などがなされました｡またボランティア活動は必
要であるが、必ず、受け入れ体制の確認をしながら災害地が今何が必要
なのかを見きわめ
行動をすることが
大切である｡あなた
のまわりにいつ災
害が起こるかわか
らない、対策、準備、
訓練をおこたって
はいけない｡地域の
連帯を大切にと学
んだ２日間でした｡ 


